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１．概要（Summary） 

近年の動物実験の規制厳格化に伴い、薬効評価など

一部の実験については代替動物(Zebrafish など)の初期

胚を用いて試験を行う方法が盛んに研究されている。本

研究ではその中でも、比較的取り扱いが簡単であり、かつ

低コストで培養できるニワトリ胚（卵）に着目し、Fig. 1のよう

に観察とアクセスが自在に可能な人工透明殻内で胚を培

養する方法を提案している。本年度は、人工殻表面にパ

ターニングを施すことで血管の形成方向に差異が生じる

ことに着目し、ニワトリ胚の血管形成誘導を行なう方法に

ついて検討を行なった。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

マスクアライナー 

【実験方法】 

人工殻を構成するジメチルポリシロキサン（PDMS）膜の

表面にマイクロパターンを形成して誘導に利用する。具体

的には、クリーンルーム内で露光装置等を用いてフォトリ

ソグラフィによってパターンのモールド（鋳型）を作製し、ジ

メチルポリシロキサン（PDMS）に転写したものを人工殻に

貼り付けた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 作製した人工殻にニワトリ胚を移植し、10 日間程度の

培養を行なった。結果として、ニワトリ胚を生かしつつパタ

ーニングを行なった部分だけに血管を誘導することに成

功した。この際、最小で 100 mm 程度のパターンでも血管

を部分的に誘導できることを確認できた。 

今後は、さらに細かいパターンを作製することで誘導

可能な最小分解能を確認するとともに、血管が誘導され

るメカニズムを明らかにすることが課題となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) Overview        (b) Cultured chick embryo 
Fig. 1 Artificial eggshell for biomedical application. 
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科学研究費補助金（26630100）及び文部科学省「テニュ
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